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３－② 実践報告書【学校報告用】 

 

(１)事業名 

※事業名称がある場合 

「学校・地域合同防災訓練」 

(２)実践報告 ※11ポイント、明朝体で枠内に収めてください。 

実践内容及び児童生徒の

様子 

・「学校・地域合同防災訓練」では、全校生徒及び全職員、近隣２町内住

民、関係機関等、約800名が参加し「平日の、多くの方が働きに出てい

る日中に、震度７の地震が発生、ライフラインの危機が想定され、避難

指示が出た。」という想定で実践した。 

・生徒は避難し、その後、要援護者の救助、移動補助、避難者の受付、備

蓄食糧等の配布、アルファ米実食体験、災害講話等の活動を行った。 

成果と今後の課題 ・地域の皆様に、地元の中学生が災害時（避難時）に担う役割を知ってい

ただくと共に、中学生には「地域の一員」としての自覚や有事の際には

「自分たちは『助けられる側』ではなく『助ける側』に立つ」という思

いを高めることができた。また、今後、様々な災害を想定した訓練も検

討していきたいと考えている。 

実践の様子 

・要援護者の救助、移動補助                ・避難所開設受付補助 

南新町アパート前 ９時３６分頃       体育館 ９時３８分頃 

 

 

 

 

 

 

・アルファ米実食体験、災害講話             ・救護ステーションの様子 

被服室 ９時２７分頃            体育館 ９時４２分頃 

 

 

 

 

 

 

 

※ 実践した際の写真を２～３枚貼り付けて、簡単なキャプションを加えてください。（キャプションの文字サイズは任意） 

なお、写真は Webページ等での公開に支障のないものとし、提出の際には、データも別に添付してください。 

※ 最終年度の実績報告提出時には、「自校プラン」を添付してください。 

１年次／１年分 


